
一
、
序

　

最
終
講
義
を
始
め
る
前
に
、
私
の
最
終
講
義
の
た
め
に
後
押
し
を
し
て
下
さ
っ
た
矢
野
主
任
以
下
の
文
化
學
部
門
の
先
生

方
、
取
り
分
け
こ
の
場
の
設
定
に
盡
力
下
さ
っ
た
河
谷
先
生
、
滝
沢
先
生
に
は
厚
く
お
禮
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
最
終
講
義
に
當
た
っ
て
井
筒
俊
彦
の
東
洋
哲
學
に
就
い
て
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
十
年
閒
私
の
一
番
力
を
注
い
で
研
究
し
て
い
た
の
が
井
筒
俊
彦
の
東
洋
哲
學
で
す
。
然
し
ま
だ
全
く
井
筒
に
つ
い
て
研

究
の
發
表
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
井
筒
に
つ
い
て
現
段
階
で
の
私
の
研
究
を
纏
め
て
お
こ
う
、
そ
う
考
え
て
こ
の
主
題
を

選
び
ま
し
た
。

　
今
日
は
井
筒
俊
彦
が
「
東
洋
哲
學
」
を
如
何
な
る
物
と
し
て
考
え
て
い
る
か
、
そ
の
理
念
を
追
求
し
、
具
體
的
に
東
洋
哲
學

を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
檢
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

末

木

恭

彦

井
筒
俊
彦
「
東
洋
哲
學
」
を
め
ぐ
っ
て
（
前
篇
）
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二
、
井
筒
俊
彦
と
は
誰
か
？

　
井
筒
俊
彦
と
言
っ
て
も
、
こ
の
名
を
知
ら
な
い
人
も
少
な
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

現
代
日
本
哲
學
研
究
者
、
宗
教
哲
學
研
究
者
（
取
り
分
け
イ
ス
ラ
ー
ム
に
關
心
を
抱
く
者
）
な
ら
知
ら
ぬ
者
は
居
な
い
で

し
ょ
う
。
然
し
そ
れ
以
外
と
な
る
と
知
名
度
は
高
く
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
先
ず
井
筒
俊
彦
と
は
如
何
な
る
人
物
か
簡
單
に
紹
介
す
る
事
か
ら
話
を
始
め
ま
す
。

　
井
筒
俊
彦　
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
五
月
東
京
四
谷
に
生
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
一
月
没
。
享
年
七
十
七

　
子
供
の
頃
か
ら
父
親
か
ら
禪
を
基
本
と
し
た
獨
特
の
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。
父
親
は
會
社
員
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
此
處

で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
生
ま
れ
た
當
時
ヤ
マ
ト
人
の
壓
倒
的
多
數
は
農
民
で
あ
り
、
都
市
に
住
む
會
社
員
は
少
數

の
選
ば
れ
た
人
で
あ
っ
た
と
言
う
事
で
す
。
そ
れ
故
高
い
教
養
を
持
ち
、
其
れ
に
基
づ
い
た
獨
自
教
育
を
自
分
の
子
供
に
施
し

て
い
た
の
で
す
。
禪
籍
の
素
讀
、
禪
か
ら
派
生
さ
せ
た
靜
坐
法
を
行
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
佛
教
系
と
言
っ
て
好
い
教
え
を

授
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
然
し
中
等
教
育
は
青
山
學
院
で
受
け
て
い
ま
す
。
青
山
學
院
、
ア
メ
リ
カ
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
會
宣
教
師

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
學
校
で
す
。
當
時
の
青
山
學
院
で
は
禮
拜
が
義
務
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
最
初
井
筒
は
拒
否
反
應
を
起
こ
し

た
よ
う
で
す
。
然
し
後
に
は
信
仰
と
は
距
離
を
取
り
つ
つ
、
基
督
教
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
井
筒
は
語
學
の
天
才
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
英
語
を
始
め
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
ヘ
ブ
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ラ
イ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
二
十
ヶ
國
語
以
上
に
通
じ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
語
學
の
才

能
の
片
鱗
を
見
せ
た
の
が
こ
の
青
山
學
院
時
代
で
す
。
英
語
に
は
最
初
馴
染
め
な
く
落
ち
零
れ
掛
け
て
い
た
、
と
こ
ろ
が
複
數

を
教
わ
っ
た
時
英
語
を
母
語
と
す
る
人
と
ヤ
マ
ト
人
の
違
い
に
氣
附
い
た
。
例
え
ば
ヤ
マ
ト
人
は
人
が
一
人
い
る
か
二
人
い
る

か
そ
ん
な
事
は
氣
に
掛
け
な
い
。
と
こ
ろ
が
英
語
母
語
者
は
瞬
間
に
し
て
一
人
と
二
人
以
上
の
違
い
を
把
え
て
表
現
す
る
。
其

處
か
ら
英
語
が
面
白
く
な
っ
た
と
、
後
に
回
想
し
て
い
ま
す
。
此
處
に
は
コ
ト
バ
の
働
き
に
つ
い
て
關
心
の
芽
生
え
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

　
中
等
教
育
は
青
山
學
院
で
受
け
ま
し
た
が
、
高
等
教
育
は
慶
應
大
學
で
受
け
る
事
に
な
り
ま
す
。
會
社
員
で
あ
っ
た
父
の
希

望
も
あ
っ
て
經
濟
學
部
の
豫
科
に
進
み
ま
す
。
然
し
經
濟
學
に
は
全
く
興
味
を
持
て
な
か
っ
た
、
一
緒
に
經
濟
學
部
豫
科
に
這

入
っ
た
人
の
中
に
同
じ
樣
に
經
濟
學
に
興
味
を
も
て
ず
に
い
る
人
が
お
り
、
彼
と
井
筒
は
親
し
く
交
わ
る
事
に
な
り
ま
す
。
そ

の
友
と
は
池
田
彌
三
郎
で
す
。
二
人
し
て
哲
學
に
關
心
を
懷
き
、
西
田
幾
多
郎
に
羨
望
の
眼
差
し
を
送
り
、
カ
ン
ト
な
ど
の
哲

學
書
を
競
っ
て
讀
ん
で
い
た
、
此
れ
も
後
の
回
想
で
す
。
そ
し
て
二
人
と
も
經
濟
學
部
か
ら
文
學
部
に
轉
部
し
ま
す
。
池
田
は

國
文
に
進
み
、
慶
應
の
折
口
信
夫
の
後
繼
者
に
育
っ
て
い
き
ま
す
。
井
筒
は
英
文
に
進
み
、
西
脇
順
三
郎
に
師
事
し
ま
す
。
西

脇
に
高
く
評
價
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
文
學
部
卒
業
後
直
ち
に
助
手
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
豫
科
時
代
に
東
京
外
國
語
學
校
夜
閒
部
に
通
い
ロ
シ
ア
語
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
ま
た
助
手
時
代
か
ら
ヘ
ブ
ラ
イ

語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
な
ど
の
學
習
を
始
め
て
い
ま
す
。
此
處
で
注
目
出
來
る
事
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
聖
書
原
典
研
究

會
に
お
い
て
學
ば
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
は
日
本
に
亡
命
し
て
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
大
學
者
ム
ー
サ
ー
・
ギ
ビ
エ
フ
な
ど
に
教
え
を

受
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
卽
ち
單
に
言
葉
と
し
て
學
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
に
よ
る
思
想
・
哲
學
の
精
髓
と
一
緒
に
學
ん

で
い
る
こ
と
で
す
。
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一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
處
女
出
版
で
あ
る
『
ア
ラ
ビ
ア
思
想
史
』
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
井
筒
の
研
究
は
イ
ス

ラ
ー
ム
思
想
・
哲
學
へ
一
直
線
に
進
ん
で
い
っ
た
訣
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戰
爭
を
挾
ん
で
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
初
め

て
大
學
で
教
え
ま
す
。
そ
の
擔
當
科
目
は
「
言
語
學
槪
論
」
で
す
。
實
は
此
の
科
目
は
師
の
西
脇
順
三
郎
が
長
く
教
え
て
い
ま

し
た
。
卽
ち
井
筒
は
師
西
脇
の
後
繼
者
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
た
だ
し
英
文
學
の
後
繼
と
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
此

の
講
義
を
始
め
た
同
じ
年
『
神
秘
哲
學
ー
ギ
リ
シ
ア
の
部
』
を
刊
行
、
通
信
教
育
部
の
た
め
に
『
露
西
亞
文
學
Ⅰ
』『
露
西
亞

文
學
Ⅱ
』
も
書
い
て
い
ま
す
。（
こ
れ
が
後
の
『
ロ
シ
ア
的
人
閒
』
の
基
礎
と
な
る
。）

　

井
筒
の
名
は
日
本
國
内
で
は
言
語
學
或
い
は
言
語
哲
學
の
研
究
者
と
し
て
高
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
證
據
に
京
都
大
學
が
言
語
學
の
教
授
と
し
て
招
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
慶
應
で
は
言
語
文
化
研
究
所
を
開
設
し
必
死

の
引
き
留
め
を
行
い
ま
す
。
當
の
井
筒
は
海
外
へ
活
躍
の
場
を
求
め
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
が
盛
ん
な
カ
ナ
ダ
の
マ
ギ
ル
大
學
に
招
か
れ
ま
す
。
尤
も
カ
ナ
ダ
に
於
い
て
研
究
を
し
て
い
た
訣
で
は
な

く
、
マ
ギ
ル
大
學
が
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
テ
ヘ
ラ
ン
支
部
を
開
設
す
る
と
テ
ヘ
ラ
ン
へ
移
住
し
ま
す
。
ま
た
マ
ギ
ル
大
學
に

移
っ
た
時
期
か
ら
エ
ラ
ノ
ス
會
議
に
參
加
し
て
い
ま
す
。
テ
ヘ
ラ
ン
で
は
マ
ギ
ル
大
學
か
ら
イ
ラ
ン
王
立
哲
學
研
究
所
教
授
に

移
っ
て
い
ま
す
。
尤
も
こ
の
時
期
も
テ
ヘ
ラ
ン
に
居
續
け
た
訣
で
は
な
く
、
エ
ラ
ノ
ス
會
議
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
屢
々
赴
い
て

お
り
、
鎌
倉
の
住
居
に
も
年
何
ヶ
月
か
は
過
ご
す
生
活
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
テ
ヘ
ラ
ン
時
代
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
學
の
研

究
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。
然
し
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
學
研
究
に
閉
じ
籠
も
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
現
代
哲
學
研
究
に
も
し
っ
か
り
目

配
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
エ
ラ
ノ
ス
會
議
で
は
專
ら
中
國
思
想
を
中
心
に
し
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
然
し
テ
ヘ
ラ
ン
生
活
は
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
二
月
に
絶
た
れ
ま
す
。
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
革
命
が
起
こ
り
、
國
王
は

國
外
へ
退
去
、
日
本
政
府
が
派
遣
し
た
最
後
の
救
援
機
で
テ
ヘ
ラ
ン
を
後
に
し
て
、
ア
テ
ネ
を
經
由
し
て
日
本
へ
歸
國
し
ま
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す
。
こ
の
歸
還
の
途
中
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
は
一
段
落
附
け
て
、
今
後
は
「
東
洋
哲
學
」
研
究
に
捧
げ
よ
う
と
決
心
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
實
際
革
命
が
一
段
落
し
た
後
テ
ヘ
ラ
ン
大
學
に
招
く
話
が
出
て
居
た
の
で
す
が
、
井
筒
は
其
れ
を
斷
り
續
け
て

居
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
一
九
八
○
年
彼
の
「
東
洋
哲
學
」
を
本
格
的
に
追
求
す
る
論
文
「
意
識
と
本
質
」
の
連
載
を
雜
誌

『
思
想
』
に
始
め
ま
す
。「
意
識
と
本
質
」
に
關
聯
す
る
短
い
論
文
三
本
を
併
せ
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
一
月
『
意
識
と
本

質
』
の
名
で
刊
行
し
ま
す
。
こ
の
書
は
彼
の
主
著
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
洋
哲
學
の
追
求
は
彼
の
絶
筆
と
な
る
『
意
識
の
形

而
上
學
ー
「
大
乘
起
信
論
」
の
哲
學
』（
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
『
中
央
公
論
』
に
連
載
、
一
九
九
三
年
三
月
單
行
本
刊
行
）

に
至
る
ま
で
「
東
洋
哲
學
」
が
追
求
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
が
井
筒
俊
彦
の
簡
單
な
履
歷
で
す
。

三
、『
意
識
と
本
質
』
と
「
東
洋
哲
學
」

　
履
歷
を
話
す
中
で
『
意
識
と
本
質
』
が
「
東
洋
哲
學
」
を
本
格
的
に
追
求
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。
此
の
點
を
先
ず
明
ら
か
に

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
前
に
『
意
識
と
本
質
』
と
い
う
書
物
を
簡
單
に
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
既
に
述
べ
た
樣
に
こ
の
書
は
雜
誌
『
思
想
』
に

連
載
し
た
同
名
論
文
を
中
心
と
し
て
、
關
聯
す
る
短
い
論
文
三
本
を
併
せ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
論
文
は
一
九
八
○
（
昭
和

五
五
）
年
六
月
號
か
ら
掲
載
し
、
最
終
囘
を
迎
え
た
の
は
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
二
月
號
、
そ
の
閒
八
囘
に
亙
っ
て
連
載

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
一
月
單
行
本
と
し
て
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
單
行
本
は
現

在
絶
版
と
な
り
、
こ
の
單
行
本
を
底
本
と
し
た
岩
波
文
庫
版
（
一
九
九
一
年
初
版
）
が
流
通
し
て
い
ま
す
。
外
に
『
井
筒
俊
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彦
著
作
集
・
第
六
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
十
月
）
版
、『
井
筒
俊
彦
全
集
』
版
が
あ
り
ま
す
。
但
し

『
全
集
』
は
原
論
文
の
發
行
順
に
編
輯
し
直
し
て
い
る
の
で
、『
意
識
と
本
質
』
に
収
錄
さ
れ
る
論
文
が
纏
め
て
載
っ
て
い
ま
せ

ん
。
此
れ
等
の
本
に
よ
っ
て
文
に
異
同
が
あ
る
か
は
ま
だ
確
か
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
は
岩
波
文
庫
版
を
使
用
し
て
話
を
し
て
い
き
ま
す
。
單
行
本
版
、
全
集
も
所
有
し
て
い
る
の
で
す
が
、
研
究
室
に
備
え
て

お
き
ま
し
た
。
研
究
室
を
明
け
渡
す
に
當
た
り
、
箱
詰
め
し
た
儘
出
す
こ
と
が
出
來
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
岩
波
文
庫
版
に
據
り
ま

す
。

　
「
意
識
と
本
質
」
は
「
東
洋
哲
學
」
を
本
格
的
追
求
し
た
最
初
の
論
文
と
申
し
ま
し
た
。
此
れ
は
勿
論
理
由
が
あ
る
こ
と

で
す
。
一
つ
は
彼
の
歸
國
に
當
た
っ
て
の
決
意
が
あ
り
ま
す
。
然
し
彼
の
年
譜
を
見
み
る
と
、
歸
國
し
た
一
九
七
九
（
昭
和

五
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
『
イ
ス
ラ
ー
ム
生
誕
』（
人
文
書
院
）、
翌
年
五
月
『
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
學
の
原
像
』（
岩
波
新

書
）
で
す
。「
意
識
と
本
質
」
連
載
中
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
十
二
月
に
は
『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
』（
岩
波
新
書
）
が
刊
行

さ
れ
て
い
ま
す
。『
意
識
と
本
質
』
に
収
錄
さ
れ
る
「
本
質
直
觀
」
は
一
九
七
九
年
十
二
月
雜
誌
『
理
想
』
に
最
初
發
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
『
理
想
』
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
學
特
集
號
」
で
す
。『
意
識
と
本
質
』
で
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
學
斷
章
」
と

副
題
が
付
い
て
い
ま
す
。
卽
ち
歸
國
當
初
彼
の
意
思
に
も
拘
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
學
專
門
家
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
文
庫
所
収
「
意
識
と
本
質
」
は
副
題
が
「
東
洋
哲
學
の
共
時
的
構
造
化
の
た
め
に
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
全
集

収
錄
本
も
著
作
集
所
収
本
も
こ
の
副
題
は
付
い
て
い
ま
す
。）
序
で
に
言
っ
て
お
け
ば
『
意
識
と
本
質
』
と
い
う
書
物
に
は

「
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
」
と
副
題
が
付
い
て
い
ま
す
。（『
著
作
集
』
で
は
副
題
が
「
東
洋
的
思
惟
の
構
造
的
整
合
性
を
索
め
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て
」
に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。『
意
識
と
本
質
』
を
収
め
る
第
六
巻
は
一
九
九
二
年
十
月
刊
行
で
す
。
井
筒
生
前
で
す
。
こ
の

副
題
の
改
變
は
井
筒
自
身
の
意
思
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。）
今
は
著
作
の
副
題
の
問
題
は
措
い
て
お
き
ま
す
。
こ
の
副
題
が

示
す
よ
う
に
「
東
洋
哲
學
」
が
正
面
に
押
し
出
さ
れ
た
最
初
の
論
文
が
「
意
識
と
本
質
」
で
す
。（
た
だ
し
未
だ
『
思
想
』
掲

載
時
に
こ
の
副
題
が
あ
っ
た
か
は
確
か
め
て
い
ま
せ
ん
。）

　
や
っ
と
今
日
の
主
題
で
あ
る
「
井
筒
俊
彦
の
東
洋
哲
學
」
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

　
此
處
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
井
筒
に
於
い
て
「
東
洋
哲
學
」
は
如
何
な
る
者
で
あ
る
か
と
言
う
點
に
な
り
ま
す
。
ま
た

『
意
識
と
本
質
』
の
副
題
が
「
東
洋
哲
學
の
共
時
的
構
造
化
の
た
め
に
」
で
あ
る
の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
此
れ
も
問

題
で
す
。
此
れ
等
の
點
に
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

四
、
井
筒
俊
彦
の
東
洋
哲
學

四・一
　
東
洋

　
東
洋
は
西
洋
と
對
に
な
る
言
葉
で
す
。

　

其
處
で
先
ず
西
洋
の
語
か
ら
考
察
し
ま
し
ょ
う
。
尤
も
こ
の
「
西
洋
」、
今
「
せ
い
よ
う
」
と
訓
み
ま
し
た
が
實
は
此
の
訓

み
で
好
い
の
か
不
確
か
で
す
。
卽
ち
「
さ
い
よ
う
」
と
い
う
訓
み
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
訓
み
の
問
題
は
實
は
此
の
問
題
の
考

察
に
深
く
關
わ
っ
て
い
ま
す
。
然
し
そ
の
事
は
後
に
囘
し
て
取
り
敢
え
ず
「
せ
い
よ
う
」
と
い
う
現
在
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る

訓
み
に
從
っ
て
お
き
ま
す
。
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さ
て
西
洋
の
語
、
漢
土
で
は
南
宋
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
指
す
所
は
、
南
シ
ナ
海
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
架

け
て
の
海
洋
及
び
そ
の
沿
岸
地
域
で
す
。
但
し
『
漢
語
大
詞
典
』
を
見
て
も
南
宋
時
代
の
用
例
は
載
せ
て
い
ま
せ
ん
。『
日
本

國
語
大
辭
典
』（
以
下
『
日
國
』
と
略
稱
し
ま
す
）
に
は
次
の
樣
な
説
明
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　
　

	
Ａ
、「（
１
）「
東
洋
」「
西
洋
」
と
は
、
中
國
で
は
周
邊
世
界
の
四
海
の
一
つ
で
あ
る
南
海
を
東
西
に
分
け
た
名
稱
で
あ
っ

た
。
の
ち
、
そ
の
範
圍
は
中
國
と
南
海
諸
國
と
の
關
係
に
よ
っ
て
變
化
し
、「
西
洋
」
は
イ
ン
ド
洋
沿
岸
地
域
全
體
を
さ

し
た
り
、
さ
ら
に
遠
い
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
三
州
を
さ
し
た
り
も
し
た
。

　
　

	（
２
）
日
本
へ
は
、
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
ら
イ
エ
ズ
ス
會
士
の
著
述
を
通
じ
て
傳
わ
っ
た
が
、
蘭
學
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

實
證
科
學
の
優
秀
さ
を
知
り
、
日
本
を
さ
す
「
東
洋
」
と
は
異
質
の
文
化
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。」

（
本
稿
は
原
則
正
字
體
に
統
一
し
た
。
た
だ
し
電
腦
文
字
入
力
能
力
の
制
約
で
必
ず
し
も
原
則
通
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
箇
所

も
あ
る
）

　
此
れ
は
ヤ
マ
ト
語
「
西
洋
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。
し
か
し
（
１
）
は
漢
土
に
於
け
る
此
の
語
の
指
す
所
を
そ
の
ま
ま
採

り
入
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
２
）
の
意
味
の
變
化
も
漢
土
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
漢
土
で
も
西
歐
・
合
衆
國
を
指
し

て
「
西
洋
（xiyang)

」
の
語
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
此
の
變
化
は
ヤ
マ
ト
・
漢
土
で
そ
れ
ぞ
れ
に
起
こ
っ
た
の
か
、
ど

ち
ら
か
が
先
行
し
て
、
片
方
が
其
れ
に
倣
っ
た
の
か
、
此
の
點
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
『
日
國
』
の
説
明
は
注
目
す
べ
き
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。「
東
洋
」
は
「
西
洋
」
と
共
に
使
わ
れ
始
め
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。「
西
洋
」
が
海
と
そ
の
沿
岸
を
指
し
た
よ
う
に
、「
東
洋
」
も
海
と
そ
の
沿
岸
を
指
し
た
と
豫
測
さ
れ
ま

す
。
ヤ
マ
ト
で
は
西
洋
が
西
歐
・
合
衆
國
を
意
味
す
る
樣
に
變
化
す
る
に
應
じ
て
、
西
歐
以
東
の
地
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
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い
き
ま
す
。
現
代
で
は
ト
ル
コ
以
東
の
ア
ジ
ア
諸
國
、
取
り
分
け
南
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
を
指
す
の
が
最
も
普
通
の
用
法
で

す
。
漢
土
で
も
意
味
の
變
化
が
起
こ
り
ま
す
。
ヤ
マ
ト
と
似
た
方
向
で
使
わ
れ
る
例
も
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
の
大

海
中
の
國
、
特
に
ヤ
マ
ト
を
指
す
樣
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
「
東
洋
」
に
つ
い
て
は
元
末
汪
大
淵
『
島
夷
誌
略
』(

一
三
四
九
年
成
立
）
が
初
出
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
東
洋
・
西
洋
は
第
一
に
地
理
的
な
槪
念
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
然
し
ヤ
マ
ト
に
あ
っ
て
は
單
に
地
理
的
な

槪
念
に
終
わ
り
ま
せ
ん
。
其
れ
は
文
化
（
技
藝
）
の
差
異
を
も
含
ん
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
漢
土
で
は
文
化
（
技
藝
）
の
差
異
が
含
意
さ
れ
て
い
る
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
然
し
漢
土
近
代
で
も
「
東
西
文
化
」

な
ど
の
表
現
は
あ
り
ま
す
。
其
れ
は
文
化
（
技
藝
）
上
の
西
歐
・
合
衆
國
と
漢
土
を
對
比
さ
せ
ま
す
。
ヤ
マ
ト
で
は
西
洋
・
東

洋
を
對
に
す
る
の
に
對
し
て
、
漢
土
現
代
で
は
西
方
と
東
方
を
對
と
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
は
東
洋
・
西
洋
に
就
い
て
一
般
的
な
考
察
を
し
ま
し
た
。

　
此
の
講
義
は
井
筒
俊
彦
の
「
東
洋
哲
學
」
を
主
題
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
井
筒
が
「
東
洋
」
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
か
を

考
え
て
み
ま
す
。

　
井
筒
は
東
洋
は
何
處
を
指
す
か
、
こ
の
形
で
は
發
言
し
て
い
ま
せ
ん
。
然
し
「
東
洋
哲
學
」
に
就
い
て
次
の
樣
な
發
言
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

	

Ｂ
、「
い
ま
假
に
極
東
、
中
東
、
近
東
と
普
通
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
廣
大
な
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
古
來
展
開
さ
れ
た
哲
學

的
思
惟
の
樣
々
な
傳
統
を
東
洋
哲
學
の
名
で
通
觀
す
る
」（『
意
識
と
本
質
』
七
頁
）
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「
東
洋
哲
學
」
に
就
い
て
は
後
ほ
ど
問
題
と
し
ま
す
の
で
今
は
略
し
て
お
き
ま
す
。
東
洋
に
限
っ
て
言
え
ば
「
假
に
」
と
限

定
を
附
け
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
文
化
圏
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
尤
も
此
處
に
既
に
井
筒
の
特
徵
が
一
つ
現
れ
て
い
ま
す
。
中

東
、
近
東
を
含
め
て
い
る
點
で
す
。

　
尤
も
中
東
・
近
東
が
何
處
を
指
す
か
、
こ
れ
は
注
意
を
要
し
ま
す
。
卽
ち
中
東
が
指
す
地
域
が
二
十
世
紀
前
半
と
後
半
、
更

に
は
ソ
連
崩
壞
後
と
變
化
を
來
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ソ
連
崩
壞
は
一
九
九
一
年
、『
意
識
と
本
質
』
刊
行
（
一
九
八
三
年
）

の
後
で
す
。
從
っ
て
ソ
連
崩
壞
後
の
變
化
は
影
響
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
只
二
十
世
紀
後
半
（
正
確
に
言
え
ば
第
二

次
世
界
大
戰
中
か
ら
）
始
ま
る
變
化
は
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
『
日
國
』
の
近
東
・
中
東
の
説
解
を
見
て
み
ま
す
。
先
ず
近
東

　
　

	

Ｃ
、「(N

ear	East	

の
譯
語)	

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
ア
ジ
ア
の
西
部
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
い
地
域
を
さ
し
て
い
う
呼
稱
。

ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
エ
ジ
プ
ト
ま
で
を
含
む
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
イ
ラ
ン
、
イ

ラ
ク
を
、
ア
メ
リ
カ
人
は
リ
ビ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
を
含
め
て
い
う
。〔
新
し
き
用
語
の
泉
（1921

）〕」

　
次
に
中
東

　
　

	

Ｄ
、「(M

iddle	East	

の
譯
語)	

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
て
東
方
の
地
の
う
ち
、
極
東
と
近
東
の
中
間
の
地
域
を
い
う
。
ア

ラ
ビ
ア
半
島
お
よ
び
イ
ラ
ク
・
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
を
さ
す
こ
と
が
多
い
が
、
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
西
ア
ジ
ア

に
至
る
中
近
東
と
同
義
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。」

　
な
お
用
例
と
し
て
は
一
九
五
二
年
の
吉
田
健
一
の
文
章
を
擧
げ
て
い
ま
す
。

　
序
で
に
極
東
も
見
て
お
き
ま
す
。

　
　

	

Ｅ
、「	(Far	East	

の
譯
語)	

西
歐
諸
國
か
ら
見
て
、
ア
ジ
ア
の
最
も
東
方
の
地
域
の
稱
。
東
ア
ジ
ア
（
日
本
、
中
國
な
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ど
）、
シ
ベ
リ
ア
最
東
部
の
地
域
。」

　
用
例
と
し
て
は
『
列
國
の
共
敵
』（
一
九
○
四
）〈
須
崎
黙
堂
〉
を
擧
げ
て
い
ま
す
。

　
近
東
・
中
東
・
極
東
は
英
語
のN

ear	East

、M
iddle	East

、Far	East

か
ら
の
譯
語
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
英

語
か
ら
の
譯
語
と
斷
定
し
て
好
い
の
か
、
疑
問
は
殘
り
ま
す
。
他
の
西
歐
諸
國
語
に
も
相
當
す
る
言
い
方
が
あ
り
そ
う
に
思
え

ま
す
。
そ
の
邊
は
國
語
學
者
に
任
せ
る
こ
と
に
し
て
、
先
へ
進
み
ま
す
。
假
に
英
語
起
源
と
し
て
も
、
そ
の
指
す
地
域
が
何
處

か
は
Ｏ
Ｅ
Ｄ
に
で
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
此
れ
も
省
き
ま
す
。『
日
國
』
か
ら
分
か
る
の
は
、
西
歐
で
東
方

の
地
を
三
つ
に
分
け
て
考
え
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
近
い
東
方
（
近
東
）
は
地
中
海
の
東
の
沿
岸
地
域
を
中
心
に
指
し
て

い
ま
す
。
中
ぐ
ら
い
の
東
（
中
東
）
は
近
東
か
ら
更
に
陸
路
を
行
く
か
、
海
路
を
行
く
か
し
て
比
較
的
容
易
に
辿
り
着
け
る
地

域
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
極
東
は
海
路
遙
か
に
あ
る
地
域
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
二
十
世
紀
後
半
に
中
東
は
指
す
範
圍
を
變
え
た
と
前
に
申
し
ま
し
た
。
そ
の
變
化
と
は
中
東
が
廣
く
把
え
ら
れ
樣
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
近
東
と
言
わ
れ
て
い
た
地
域
と
境
界
が
曖
昧
に
な
り
ま
す
。
中
近
東
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
よ

う
に
中
東
・
近
東
の
區
別
が
消
え
て
い
っ
た
と
言
っ
て
も
好
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
井
筒
は
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
に
大
學
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。
そ
の
教
養
の
基
礎
は
二
十
世
紀
前
半
に
形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
然
し
二
十
世
紀
後
半
カ
ナ
ダ
に
渡
り
、
盛
ん
に
西
歐
の
學
者
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
外
國
語
に
よ
る
發

表
は
英
語
が
基
本
で
す
。
こ
の
事
を
考
え
る
と
井
筒
が
置
か
れ
た
知
的
環
境
で
は
既
に
中
東
が
指
す
地
域
を
廣
げ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
此
處
に
井
筒
が
言
う
「
近
東
」「
中
東
」
が
何
處
を
指
し
て
い
た
の
か
少
し
の
疑
念
が
生
じ
ま
す
。

　

尤
も
井
筒
は
近
東
・
中
東
・
極
東
と
言
っ
た
區
別
を
超
え
、
ア
ジ
ア
諸
國
を
一
纏
め
に
し
て
把
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

從
っ
て
井
筒
が
「
近
東
」「
中
東
」
で
何
處
を
指
し
た
か
、
此
れ
は
問
題
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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尤
も
ま
た
別
の
問
題
が
此
處
に
見
出
さ
れ
ま
す
。
近
東
或
い
は
中
近
東
と
言
う
言
葉
は
ア
ジ
ア
だ
け
を
指
し
ま
せ
ん
。『
日

國
』
の
説
解
の
中
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
阿
弗
利
加
も
這
入
っ
て
き
ま
す
。
井
筒
は
ア
ジ
ア
文
化
圏
と
言
い
ま
す
。
こ
の
時

北
阿
弗
利
加
は
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
其
れ
と
も
含
め
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
此
の
點
を
嚴

密
に
追
求
す
る
こ
と
は
餘
り
生
産
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
今
は
斯
う
し
た
ざ
っ
く
り
し
た
把
え
方
の
中
に
「
東
洋
」
或
い
は

「
東
洋
哲
學
」
が
單
純
に
割
り
切
れ
な
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
止
め
ま
す
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
抑
も
引
用
Ｂ
の
東
洋
の
限
定
は
「
假
」
な
の
で
し
た
。

　
尤
も
こ
の
「
假
」
も
ど
れ
だ
け
深
み
の
あ
る
言
葉
か
問
題
に
な
り
ま
す
が
。

四・二
、
東
洋
哲
學

　
前
に
引
い
た
Ｂ
で
東
洋
哲
學
は
「
廣
大
な
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
古
來
展
開
さ
れ
た
哲
學
的
思
惟
の
樣
々
な
傳
統
」
を
指
し
て
い

ま
し
た
。
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
は
「
哲
學
的
思
惟
」
を
見
出
す
こ
と
は
出
來
る
。
然
し
は
っ
き
り
と
し
た
「
哲
學
」
が
あ
っ
た
と

は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
西
歐
（
合
衆
國
を
含
む
）
の
人
か
ら
は
東
洋
（
ア
ジ
ア
）
に
哲
學
が
な
い
と
見
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
十
一
世
紀
に

這
入
ろ
う
と
い
う
時
期
で
も
そ
う
で
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
が
漢
土
を
訪
れ
、
そ
の
地
の
學
生
を
前
に
し
て
此
の
地
に
は
哲

學
が
な
い
と
發
言
し
、
大
混
亂
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
井
筒
俊
彦
に
と
っ
て
も
「
東
洋
哲
學
」
は
ま
だ
形
を
爲
し
て
い
な
い
者
で
し
た
。

　
　

	

Ｆ
、「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
い
う
二
本
の
柱
を
立
て
れ
ば
、
大
ざ
っ
ぱ
な
が
ら
、
一
應
は
、
一
つ
の
有
機
的

統
一
體
の
自
己
展
開
と
し
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
西
洋
哲
學
と
は
違
っ
て
、
與
え
ら
れ
た
ま
ま
の
東
洋
哲
學
に
は
全
體
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的
統
一
も
な
け
れ
ば
、
有
機
的
構
造
性
も
な
い
。
部
分
的
、
斷
片
的
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
全
體
的
に
西
洋
哲
學
と
竝
置
で

き
る
よ
う
な
纏
ま
り
は
、
そ
こ
に
は
な
い
。」（『
意
識
と
本
質
』
四
一
○
頁
）

　
つ
ま
り
井
筒
の
目
か
ら
見
て
も
「
東
洋
」
に
は
哲
學
的
思
惟
は
あ
っ
て
も
、
哲
學
と
い
う
「
學
」
と
し
て
の
形
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
從
っ
て
西
洋
哲
學
と
竝
べ
ら
れ
る
東
洋
哲
學
は
こ
れ
か
ら
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
で
す
。
そ
の
事
を

井
筒
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　
　

	

Ｇ
、「
こ
の
よ
う
な
狀
態
に
あ
る
多
く
の
思
想
潮
流
を
、「
東
洋
哲
學
」
の
名
に
價
す
る
有
機
的
統
一
體
に
ま
で
纏
め
上

げ
、（
中
略
）
そ
こ
に
何
ら
か
の
、
西
洋
哲
學
の
場
合
に
は
必
要
の
な
い
、
人
爲
的
、
理
論
的
操
作
を
加
え
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。」（
同
前
四
一
○
～
四
一
一
頁
）

　
東
洋
に
あ
る
の
は
ば
ら
ば
ら
な
哲
學
的
思
惟
に
止
ま
り
ま
す
。
哲
學
と
稱
す
る
に
價
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
そ
れ
ら
の
哲
學

的
思
惟
を
有
機
的
統
一
體
に
纏
め
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
に
人
爲
的
、
理
論
的
操
作
を
加
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
初
め
て
西
洋
哲
學
と
竝
置
で
き
る
「
東
洋
哲
學
」
に
な
る
の
で
す
。
哲
學
的
思
惟
を
脱
し
て
「
哲
學
」
と
い
う
理
論
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
然
し
此
處
に
は
一
つ
の
疑
問
を
挾
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
東
洋
に
「
哲
學
」
と
い
う
學
問
範
疇
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
く
と
も
漢
文
文
化
圏
に
お
い
て
は
そ
う
で
す
。
抑
も
學

問
範
疇
の
立
て
方
が
西
洋
と
東
洋
で
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
東
洋
、
と
り
わ
け
私
た
ち
に
と
っ
て
親
し
い
漢
文
文
化
圏
に

お
け
る
學
問
範
疇
に
從
っ
て
考
え
る
、
こ
う
い
う
選
擇
肢
も
あ
る
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
學
問
の
形
も
漢
文
文
化

圏
に
傳
統
的
な
形
で
表
現
で
き
る
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？
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勿
論
漢
文
文
化
圏
の
學
問
を
範
型
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
文
化
圏
の
學
問
、
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
圏

の
學
問
を
範
型
に
し
て
も
好
い
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
井
筒
の
「
東
洋
哲
學
」
は
「
西
洋
哲
學
」
に
竝
べ
ら
れ
る
形
に
「
哲
學
」
と
い
う
理
論
と
し
て
作
り
上
げ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
意
味
で
「
東
洋
哲
學
」
は
こ
れ
か
ら
築
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
な
の
で
す
。

　
こ
の
點
に
關
し
て
井
筒
は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

	

Ｇ
、「
東
洋
思
想
の
諸
傳
統
を
我
々
自
身
の
意
識
に
内
面
化
し
、
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
成
立
す
る
東
洋
哲
學
の
磁
場
の
な

か
か
ら
、
新
し
い
哲
學
を
世
界
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
生
み
出
し
て
い
く
努
力
を
し
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
、
今
、
我
々
は
來
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
う
。」（
同
前
四
一
二
頁
）

　
「
東
洋
思
想
の
諸
傳
統
を
我
々
自
身
の
意
識
に
内
面
化
し
、
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
成
立
す
る
東
洋
哲
學
の
磁
場
」、
こ
の
表
現

は
な
か
な
か
難
物
で
す
。「
意
識
に
内
面
化
す
る
」「
東
洋
哲
學
の
磁
場
」
こ
う
い
う
表
現
は
愼
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
今
は
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
立
ち
入
れ
ま
せ
ん
。
こ
で
は
後
半
の
「
世
界
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
生
み
出
し
て
い
く
」

と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
お
き
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
先
に
出
し
た
私
の
疑
問
に
答
え
を
與
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
漢

文
文
化
圏
を
例
に
と
る
と
こ
う
言
え
る
で
し
ょ
う
。
漢
文
文
化
圏
の
學
問
の
範
疇
、
學
問
形
式
に
從
う
、
そ
れ
は
漢
文
文
化
圏

に
は
通
用
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
井
筒
の
眼
は
漢
文
文
化
圏
に
止
ま
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

世
界
に
通
用
す
る
「
哲
學
」
を
志
向
し
て
い
る
の
で
す
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
世
界
に
通
用
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

14



　
『
意
識
と
本
質
』
と
い
う
書
物
は
抑
も
そ
う
し
た
世
界
に
通
用
す
る
哲
學
の
試
み
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
書
で
井
筒
が
ど
の
よ

う
に
問
題
を
立
て
、
檢
討
し
、
ど
の
よ
う
に
哲
學
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
詳
し
く
見
て
い
く
な
ら
ば
、
井
筒
が

世
界
に
通
用
す
る
要
件
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
私
の
研
究
は
ま
だ
そ
の
全
體
像
を
明
ら
か

に
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
が
元
々
進
め
て
い
た
研
究
、
程
朱
學
の
井
筒
の
把
え
方
に
は
言
及
で
き
ま
す
が
。
し

か
し
こ
の
言
及
は
後
に
囘
し
て
、
次
の
井
筒
の
言
葉
に
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

	

Ｈ
、「
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
試
作
、
東
洋
哲
學
と
銘
打
っ
て
お
き
な
が
ら
、
西
洋
哲
學
特
有
の
槪
念
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
、
か
つ
西
洋
哲
學
的
問
題
意
識
が
至
る
と
こ
ろ
に
混
入
し
て
い
る
こ
と
に
、
不
審
の
念
を
抱
か
れ
る
向
き
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
。

　
　

	　

し
か
し
、
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
逆
に
、
現
時
點
お
い
て
構
想
さ
れ
る
東
洋
哲
學
な
る
も
の

の
、
あ
る
べ
き
姿
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」（
同
前
四
一
三
頁
）

　
東
洋
哲
學
、
正
確
に
言
え
ば
東
洋
に
お
け
る
哲
學
的
思
惟
を
そ
の
ま
ま
示
し
て
も
そ
れ
は
世
界
に
通
用
し
な
い
、
そ
う
井
筒

は
考
え
て
い
る
の
で
す
。
勿
論
東
洋
に
お
け
る
哲
學
的
思
惟
を
示
す
資
料
を
基
礎
に
置
き
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
を
扱
う
に
當

た
っ
て
、
西
洋
哲
學
的
問
題
意
識
、
西
洋
哲
學
特
有
の
槪
念
を
自
在
に
使
う
、
そ
う
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
世

界
に
通
用
す
る
哲
學
へ
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
こ
に
は
當
然
西
洋
哲
學
を
利
用
し
て
東
洋
哲
學
を
描
き
出
す
こ
と
は
東
洋
哲
學
の
西
洋
哲
學
化
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

が
生
ま
れ
ま
す
。

　
井
筒
は
西
洋
哲
學
を
利
用
し
て
東
洋
哲
學
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
圖
を
こ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。
引
用
Ｈ
の
續
き
で
す
。
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Ｉ
、「
科
學
技
術
に
基
く
西
洋
的
文
化
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
、
事
實
上
、
人
類
文
化
の
共
通
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
な
り
、
好
む
と
好
ま

ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
基
礎
の
上
に
、
人
類
が
地
球
社
會
化
へ
の
方
向
を
目
指
し
て
滔
滔
と
流
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、

徒
ら
に
西
洋
を
無
視
し
て
東
洋
だ
け
を
孤
立
さ
せ
て
論
じ
る
こ
と
は
無
意
味
だ
し
、
ま
た
實
際
上
そ
ん
な
こ
と
は
不
可
能

に
近
い
。
世
界
に
向
っ
て
開
け
た
視
野
に
お
い
て
、
も
の
を
考
え
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
人
類
の
現
在
的
狀
況
で
は
、
東

洋
哲
學
と
い
っ
て
も
、
ど
う
し
て
も
西
洋
哲
學
が
深
く
關
わ
っ
て
く
る
。」（
同
前
四
一
三
頁
、
東
洋
哲
學
の
東
洋
に
傍
點
）

　
我
々
が
置
か
れ
た
世
界
は
西
洋
文
化
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
從
っ
て
世
界
に
開
か
れ
た
議
論
を
す
る
た

め
に
は
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
關
わ
っ
て
居
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
徒
に
西
洋
に
背
を
そ
む
け
る
な
ら
ば
、
其
れ
は
自

ら
を
東
洋
に
閉
じ
籠
め
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
井
筒
は
日
本
に
つ
い
て
更
に
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　
　

	

Ｊ
、「
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
特
に
、
明
治
以
來
、
一
途
に
歐
化
の
道
を
驀
進
し
て
き
た
我
々
日
本
人
の
場
合
、
そ
の

意
識
―
―
少
な
く
と
も
意
識
表
層
―
―
は
、
も
は
や
後
に
ひ
け
な
い
ほ
ど
西
洋
化
し
て
い
る
の
だ
。
ほ
と
ん
ど
そ
れ
と
自

覺
す
る
こ
と
な
し
に
、
我
々
は
西
洋
的
思
考
で
物
事
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。」（
同
前
四
一
三
～

四
一
四
頁
）

　
日
本
人
は
西
洋
的
思
考
に
す
っ
か
り
泥
ん
で
し
ま
っ
い
る
の
で
す
。

　
然
し
こ
の
言
葉
（
Ｊ
）
は
井
筒
の
中
に
矛
盾
を
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。
何
故
な
ら
井
筒
が
東
洋
哲
學
を
志
向
す
る
理
由
を
斯
う

語
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　

	

Ｋ
、「
齡
よ
う
や
く
七
十
に
間
近
い
今
頃
に
な
っ
て
、
自
分
の
「
實
存
」
の
根
は
、
や
っ
ぱ
り
東
洋
に
あ
っ
た
の
だ
と
、

し
み
じ
み
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」（
同
前
四
○
九
頁
）
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Ｊ
で
言
う
「
日
本
人
」
の
中
に
井
筒
自
身
は
這
入
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
這
入
る
と
す
れ
ば
そ
の
意
識
は
「
後
に
ひ
け
な

い
ほ
ど
西
洋
化
し
て
い
る
」
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
「
東
洋
」
意
識
は
ど
う
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ｊ
は
「
少
な
く
と
も
表
層
意
識
」
と
豫
防
線
を
張
っ
て
い
ま
す
。
深
層
意
識
は
そ
う
簡
單
に
西
洋
化
し
な
い
、
と
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
豫
測
を
支
持
し
て
好
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
井
筒
の
次
の
言
葉
で
す
。

　
　

	

Ｌ
、「
だ
が
、
他
方
、
日
本
語
に
よ
っ
て
存
在
を
秩
序
付
け
、
日
本
語
特
有
の
意
味
分
節
の
網
目
を
通
し
て
物
事
を
考

え
、
物
事
を
感
受
し
、
日
本
語
的
意
味
形
象
の
構
成
す
る
世
界
を
「
現
實
」
と
し
て
そ
こ
に
生
き
る
我
々
が
、
心
の
底
ま

で
完
全
に
歐
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
我
々
現
代
の
日
本
人
の
實
存
そ
の

も
の
の
な
か
に
、
意
識
の
表
層
と
深
層
と
を
二
つ
の
軸
と
し
て
、
西
洋
と
東
洋
と
が
微
妙
な
形
で
混
交
し
融
合
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。」（
同
前
四
一
四
頁
）

　

井
筒
は
日
本
語
を
母
語
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
語
特
有
の
世
界
把
握
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
で

す
。
井
筒
は
「
日
本
語
に
よ
っ
て
存
在
を
秩
序
付
け
」
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
井
筒
の
意
識
論
・
存
在
論
は
言
語
に
大
き
く
依

存
し
て
い
ま
す
。
此
れ
は
『
意
識
と
本
質
』
の
主
題
に
關
わ
っ
て
き
ま
す
。
此
の
點
後
で
少
し
詳
し
く
檢
討
を
加
え
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。
今
は
論
據
に
ま
で
言
及
せ
ず
、
簡
單
に
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
言
語
に
よ
っ
て
同
じ
事
態
を
異
な
る
把
握
を
し

ま
す
。
例
え
ば
ヤ
マ
ト
で
は
「
白
」
だ
け
で
或
る
色
を
表
し
ま
す
。
然
し
イ
ヌ
イ
ッ
ト
は
ヤ
マ
ト
が
「
白
」
と
い
う
所
を
何
種

類
に
も
分
け
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
同
じ
事
態
を
母
語
を
異
に
す
る
人
は
異
な
る
分
け
方
を
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

分
け
方
は
コ
ト
バ
に
紐
附
け
ら
れ
て
固
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
樣
に
ヤ
マ
ト
語
を
母
語
と
す
る
人
は
そ
の
ヤ
マ
ト
語
の
根
柢
に
あ

る
事
態
の
分
節
を
離
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
少
な
く
と
も
井
筒
の
理
論
に
從
う
と
こ
う
な
る
の
で
す
。
コ
ト
バ
の
世
界
を
把
握

す
る
働
き
は
意
識
の
深
層
に
働
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
故
に
表
面
的
に
歐
化
し
て
い
て
も
、
意
識
の
深
層
に
於
い
て
は
ヤ
マ
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ト
が
根
強
く
生
き
殘
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

（
こ
こ
で
片
假
名
書
き
の
コ
ト
バ
と
い
う
表
現
を
し
て
い
ま
す
。
此
れ
は
井
筒
が
意
識
的
に
片
假
名
書
き
で
表
現
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
ま
だ
井
筒
が
片
假
名
書
き
を
す
る
か
私
は
納
得
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
然
し
井
筒
の
意
圖
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

ま
す
。
こ
の
場
面
で
は
井
筒
に
寄
り
添
っ
て
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
井
筒
の
表
記
に
從
い
ま
し
た
。）

　
尤
も
今
ま
で
の
考
察
で
は
ま
だ
幾
つ
か
疑
問
が
殘
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
今
ま
で
見
て
き
た
所
で
は
ヤ
マ
ト
と
西
歐
を
對
比
し
ヤ
マ
ト
の
「
哲
學
」
を
追
及
す
る
理
由
に
は
な
り
ま
す
。
然

し
東
洋
と
い
う
と
廣
い
地
域
を
指
し
ま
す
。
其
處
に
は
異
な
る
幾
つ
も
の
言
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
漢
文
文
化
圏
と
し

て
纏
め
て
把
え
て
い
ま
す
。
然
し
漢
土
の
言
葉
（
漢
語
、
所
謂
る
中
國
語
）
と
ヤ
マ
ト
語
・
琉
球
語
・
韓
國
朝
鮮
語
は
言
語
構

造
的
に
全
く
異
な
り
ま
す
。
南
ア
ジ
ア
は
古
典
語
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言

語
に
近
い
の
で
す
。
西
ア
ジ
ア
は
ア
ラ
ビ
ア
語
が
有
力
で
す
。
ア
ラ
ビ
ア
語
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
結
び
附
い
て
漢
土
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
統
一
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ペ
ル
シ
ア
語
が
獨
自
の
輝
き
を
示
し

て
い
ま
す
。
ペ
ル
シ
ア
語
は
古
く
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
強
い
關
聯
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
一
つ
に
東
洋
と

纏
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
同
じ
事
は
西
洋
に
就
い
て
も
言
え
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
は
ラ
テ
ン
語
と
の
關
聯
が
強
い
言
葉
を
使
っ

て
い
ま
す
。
此
れ
に
對
し
て
ド
イ
ツ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
ゲ
ル
マ
ン
語
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
は
古

く
西
歐
の
地
に
土
着
し
て
い
た
ケ
ル
ト
系
の
言
葉
で
す
。
實
際
大
陸
と
英
米
系
で
は
少
し
異
な
る
哲
學
傳
統
が
あ
る
よ
う
で

す
。（
此
の
點
は
河
谷
さ
ん
や
滝
沢
さ
ん
に
詳
し
く
教
え
て
戴
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。）
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果
た
し
て
東
洋
・
西
洋
と
い
う
大
き
な
分
け
方
で
好
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

但
し
井
筒
は
東
洋
・
西
洋
と
對
立
さ
せ
て
い
ま
す
。
尤
も
東
洋
・
西
洋
と
い
う
對
比
は
井
筒
に
始
ま
る
訣
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
古
く
は
明
治
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
岡
倉
天
心
が
『
茶
の
本
』『
東
洋
の
理
想
』
な
ど
の
書
を
著
し
て
い
ま

す
。
話
を
哲
學
に
限
定
し
ま
し
ょ
う
。
明
治
の
早
い
段
階
で
哲
學
は
大
學
で
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
始
め
は
西
歐
か
ら
學
者
を

招
い
て
哲
學
を
講
じ
て
貰
い
ま
す
。
此
れ
は
當
然
西
洋
哲
學
で
す
。
然
し
東
洋
哲
學
の
開
講
を
求
め
る
聲
も
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。
當
時
唯
一
の
大
學
で
あ
っ
た
東
京
大
學
（
後
に
帝
國
大
學
に
名
を
改
め
て
い
ま
す
）
に
明
治
十
二
年
に
「
佛
書
講
義
」

と
い
う
科
目
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
此
處
で
注
目
し
た
い
の
は
こ
の
「
佛
書
講
義
」
が
哲
學
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
西
洋
で
な
い
哲
學
が
こ
の
時
期
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
佛
書
と
い
う
名
が
示
す
よ
う
に
東
洋
に
屬
す
る
哲
學

で
す
。
卽
ち
西
洋
哲
學
に
對
す
る
東
洋
哲
學
は
古
く
明
治
か
ら
あ
る
問
題
の
建
て
方
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。
そ
の
意
味

で
は
井
筒
の
「
東
洋
哲
學
」
は
新
し
い
試
み
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
ヤ
マ
ト
に
底
流
し
て
い
た
一
つ
の
流
れ
を
復
活
さ
せ
た

者
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
見
る
と
、
問
題
は
井
筒
の
「
東
洋
哲
學
」
が
少
な
く
と
も
明
治
か
ら
受
け
繼
が
れ
て
き
た
「
東
洋
哲
學
」
の
復
活
な
の

か
、
そ
れ
と
も
其
の
傳
統
と
は
無
緣
な
新
た
な
る
提
起
な
の
か
氣
に
な
り
ま
す
。

　
然
し
こ
の
問
題
に
就
い
て
は
現
在
の
私
に
論
ず
る
準
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。
此
處
は
問
題
の
提
起
に
止
め
て
お
き
ま
す
。
そ
し

て
井
筒
が
「
東
洋
哲
學
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、「
東
洋
哲
學
」
と
し
て
論
じ
て
い
き
ま
す
。

＊
後
篇
を
次
号
（
第
四
十
三
号
）
に
掲
載
し
ま
す
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